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15日 (土 )は子どもたちが楽しみにしている幼稚園・赤土祭りです。祭りに向け、大きい組は

太鼓や竹叩きや御神輿担ぎ、小さい組は踊りをそれぞれ頑張つています。

夏祭りが終わると長い夏休みが始まりますね。年少組にとっては初めて、年長組にとつては2度

目の夏休みです。毎日子どもたちが家いる夏休みは、今までと生活リズムが変わり、初めは “楽し

い夏休み"と思つていても、一日中家にいる子どもたちに、『早<幼稚園が始まらないかな』と悪

われることもあるかもしれません。でも子どもたちにとって夏休みは、初めての集団生活に緊張し

たり、年長として張り切りすぎてちょっと疲れたりしている心と体をゆつ<り休め、リフレッシュ

できる機会です。せつか<、 親子がゆつ<り過ごせるときです。親子での水遊び、夕方の散歩、親

子でのクッキングなど、子どもたちと一緒にできることを計画されてみてはいかがでしょう。ペッ

トボトルのふたに穴をあけて親子で水のかけつこをしたり、子どもたちが切ったきゅうりを塩もみ

にしてお昼ごはんに食べたり、ちよつとしたことが子どもたちにとっては楽しい思い出になるので

はれでしょうか。  鬱%群率感≧難 0鳴成長非`魯摯⊆ξυ
楽しい夏休みになるように、

◆早寝・早起き・ 朝ごはんを続けましょう。

“青少年アンピシャスカレンダー"を活用し、子どもたちと毎日の生活を振り返つてみては

いかがでしょう。集計用紙 “できたよカード “を夏季保育の日に配布します。2学期始業式

の 9月 5日に 7月分・8月分を記入されて、持たせて<ださい。

◆お手伝いや交通安全、帰宅時刻、おやつなど、約束を子どもたちと一緒に考えましょう。

がんばることを決めて取り組むのもいいですね。

◆無理のない程度で『家読』に取り組みましょう。

幼児の心を耕す読み聞かせや絵本に触れる時間を持つことは心を落ち着かせます。また、こ

れから必要となる創造力を育てることになります。それぞれの家庭に合ったやり方で子ども

が本に親しむ環境を作りましょう。

◆近所のお反達やお母さん同士でも話し合って、お反達との遊び、

つけましょう。

そのほかにも、それぞれの家庭に応じた夏休みの過ごし方を考え、

病気やけががないように楽しい夏休みを過ごして<ださい。  υ

安全対策、帰宅時刻に気を
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